
令和７年度 第１回弟子屈警察署協議会議事概要

１ 開催日時
令和７年６月25日（水）午後１時30分から午後３時10分までの間

２ 開催場所
弟子屈警察署２階会議室

３ 出席者
⑴ 協議会委員 ５人（定員５人）

会 長 石橋 悌司
副 会 長 坪井 智裕
委 員 平田 文子、平野惠利子、佐々木英勝

⑵ 警察署員 ７人
署 長 鈴木 将人
副 署 長 中西 孝志

水口 和洋刑事･生活安全課長
地 域 ･ 交 通 課 長
生 活 安 全 係 長
警備係長
警務係長

４ 弟子屈警察署長挨拶

５ 弟子屈警察署協議会会長挨拶

６ 業務概況説明

７ 警察庁舎視察

８ 諮問事項
⑴ 特殊詐欺及びＳＮＳ型投資詐欺・ロマンス詐欺防止対策について
ア 諮問事項の説明

警察署から、特殊詐欺及びＳＮＳ型投資詐欺・ロマンス詐欺の発生状
況と警察署における取組について説明があった。

イ 委員の意見（答申）
【委 員】 私の住んでいる地域では老人クラブの会合が定期的に開催さ

れるため、このような場に警察の方に来てもらい、講話をして
いただければ、人も集まるので防犯意識が高まり、被害防止に
つながるのではないかと思います。

【警 察】 ご意見を踏まえ、今後、積極的に老人クラブ等における防犯
講話を実施してまいります。

【委 員】 ただいまの説明を受けて、北海道警察の「ほくとポリス」と
いうアプリをスマートフォンにインストールしました。このア
プリでは、弟子屈警察署管内における詐欺に関する予兆電話の
発生や熊の目撃情報など、地域性のある情報がタイムリーに入
ってくるので大変良いものだと感じました。
この防犯アプリは、若い世代にも有用であるため、学生にも



アプリをインストールしてもらえるよう、警察から学校に働き
かけてみてはいかがでしょうか。

【 】 、 、 「 」警 察 ご意見を踏まえ 今後 学校関係者に対して ほくとポリス
アプリの有用性を説明した上で、学生に周知され利用してもら
えるよう取り組んでまいります。

【委 員】 管内の巡回連絡で防犯指導をする際には、この地域は酪農や
畑作業などによる繁忙期があるので、時期や活動時間帯を考慮
して実施すると効果的だと思います。

【警 察】 委員からのご提案を参考にして、管内における効果的な巡回
連絡による防犯指導等を実施してまいります。

⑵ 災害対策について
ア 諮問事項の説明

警察署から、管内で発生した主な災害と警察署における取組について
説明があった。

イ 委員の意見（答申）
【委 員】 過去に発生した大雨による浸水被害では、怖い思いをしまし

。 、た 災害に対する警察の取組についても説明を受けましたので
自分たちも災害が発生した際には直ちに避難できるよう意識を
高めていくとこが大切だと感じました。

【警 察】 今後も、あらゆる機会を捉えた講話や啓発活動を行い、地域
住民の方々が防災意識を高めていただけるよう、取り組んでま
いります。

９ 懲戒処分等報告について

10 質疑応答
【委 員】 警察庁舎の視察の中で、非常電源設備も見せてもらいました

が、停電の際はどのくらい期間、使用することができるのです
か。

【警 察】 非常時に使用する場合、燃料を補充しないでおおむね３日間
程度は使用することができます。


